
＜当面の取組＞ ＜将来の姿（クラウド型システムの例）＞ 

 地方公会計システムを導入していない自治体をはじめ、標準的なソフトウェアの利用を促す 
    〔想定スケジュール〕 
      平成26年度：【国、地方共同法人】仕様書の検討等           平成27年度：【国、地方共同法人】開発 
                【自治体】固定資産台帳整備の準備(資産の棚卸等)等                【自治体】運用開始 
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必要に応じてLGWAN経由でデータをアップロード 

集計 データ収集・
保管・集計 データ入力・エラー

チェック・保管・集計 

独自システム 標準的なソフトウェア  
 新たに日々仕訳を導入す
る自治体において実証モデ
ル事業を実施 
→ （リアルタイムな情報把

握や職員の経営感覚の
向上といった）メリットをよ
り詳細に検証することで、
日々仕訳の導入を促進 

実証モデル事業 

日々仕訳 期末一括仕訳 

地方公会計システムの構築について（イメージ） 
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地方共同法人に
よる提供を想定 

地方共同法人 
の活用を想定 
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